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エアークーリングによるＰＣ橋柱頭部のマスコンクリート対策 

 

 ○ 清水建設株式会社・正会員      ・池上裕輔 

清水建設株式会社・フェロー会員・守屋紀和 

国土交通省 中部地方整備局     ・市川英敏 

 

1.はじめに 

一般国道 153号は、愛知県名古屋市を起点とし、長野

県塩尻市を終点とする道路であり、長野県内では天竜川

右岸に沿って北上している。この地域は、天竜川に向か

い、中央アルプスより流れ出た河川により深く侵食され、

河床の低地や急崖によって分断された典型的な田切地形

を形成している。その結果、道路や鉄道が高低差を避け

るように蛇行している。図－1に橋梁位置図を示す。 
伊南バイパス 1号橋ＰＣ上部工事は、長野県上伊那郡

飯島町本郷～駒ヶ根市赤穂間、伊南バイパス飯島工区

5km の起点部に当たる１号橋のうち、一級河川与田切川

を渡河する橋長 300m、中央径間 140mの 3径間連続ＰＣ

ラーメン箱桁橋である。図－2に全体一般図を示す。 
本橋の柱頭部は、桁高 8m、最大部材厚 2m のマスコ

ンクリートであり、温度ひび割れの発生が懸念されたた

め、3 次元温度応力解析を行い、パイプクーリングの一

種であるエアークーリングを実施した。図－3 に温度解

析結果（最大温度分布）を示す。 
 

2.施工方法 

 柱頭部のコンクリート打設は、鉛直方向で 3 ロット

（2.4m+3.6m+2.0m=8.0m）に分けて行った。各ロットの

コンクリート養生期間にシース内を通風（初期風速

5m/s）させることでエアークーリングを実施した（写真

－2、図－4、図－5）。コンクリート温度計測には、熱

電対およびデータロガーtesto177 を使用し、コンクリー

ト中心温度および表面温度を測定した。エアークーリン

グ実施期間は、1ロットで 5日間、2ロットで 4日間、3
ロットで 7日間である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、ひび割れ対策としてエアークーリング以外にコ 

ンクリートへの膨張材使用、型枠外面へのグラスウール

被覆による保温養生、ひび割れ制御鉄筋の追加を行った。 
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図－1 橋梁位置図 

図－2 全体一般図 

図－3 温度解析結果（最大温度分布） 
断　面　図
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3.結果 

 部材厚が大きく、最もひび割れの発生が懸念される 3
ロットについて述べる。 
 コンクリートの中心部温度履歴を図－6 に示す。エア

ークーリングの実施を想定した解析では、打設後約 24
時間で最高温度が約 45℃になるのに対し、実測では打

設後約 14 時間で最高温度が約 50℃となった。ピークを

比較すると、実測で約 10 時間早く、最高温度が約 5℃
高かった。 
 コンクリートの中心部と表面部との温度差履歴を図－

7 に示す。解析、実測ともに温度差のピークの時期は、

中心部温度履歴（図－6）とほぼ同じであった。最大温

度差は、解析で約 16℃であるのに対し、実測では約 8℃
となり、常に実測値が解析値を下回る結果となった。 
 また、養生終了後に柱頭部のひび割れ調査をした結果、 
ひび割れの発生は認められなかった。 
 

4.考察 

 コンクリートの中心部温度が解析に比べ実測でピーク

が早く、最大温度が高かった原因としては、コンクリー

ト膨張材を使用したことが温度上昇の一因として考えら

れる。表面部温度についても同様に、解析に比べ実測で

ピークが早く、最大温度が高い傾向であった。また、ピ

ーク後は、解析に比べ実測で温度が低くなったが、これ

はピーク前に風速を上げた（約 10m/s）影響と考えられ

る。 
 コンクリートの中心部と表面部との温度差履歴におい

て、常に解析値に対し実測値が下回ったことは、風速を

上げた影響で中心部温度が下がったためと考えられる。 
 一般に、温度ひび割れはコンクリートの中心部と表面

部との温度差によって発生する引張応力（内部拘束）が

原因であるが、解析に比べ実測で温度差を低く抑えるこ

とができ、ひび割れを抑制できた。エアークーリングを

実施した結果、柱頭部にひび割れは発生しなかったが、

今後の課題として、膨張材添加が温度上昇に与える影響

を把握することで、より効果的な対策を実施をすること

ができると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図－5 クーリングシース配置図 

図－6 コンクリートの中心部温度履歴 

図－7 コンクリートの中心部と表面部との温度差履歴 

図－4 エアークーリング状況図 
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写真－2 エアークーリング実施状況 
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　　　…　シースφ130

エアークーリング実施シース

　　　…　シースφ70

　　　…　シースφ70（追加配置）
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　　　…　3ロット温度測定箇所　▼
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